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近親交配を避けること� ②
　　　　　㈳日本ホルスタイン登録協会

調査部　渥　美　　正　　　

近交退化・遺伝病の発現防止は!?

ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
と
は

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
鎖
の
一
部
分
で
、
対
立
遺
伝
子

の
い
ず
れ
か
一
方
の
組
合
せ
を
い
い
ま
す
。

■
日
本
の
平
均
近
交
係
数
は

　

五
・
五
一
％（
二
千
十
年
生
ま
れ
）

　

最
近
の
各
国
の
生
年
別
平
均
近
交
係
数

（
図
1
）を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
日
本
を

み
る
と
、
二
〇
一
〇
年
生
ま
れ
の
近
交
係

数
は
五
・
五
一
％
に
な
り
ま
し
た
。
零
年

生
ま
れ
と
、
五
年
後
の
五
年
生
ま
れ
を

比
べ
る
と
、
近
交
係
数
は
四
・
一
八
％
か

ら
五
・
一
％
と
〇
・
八
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

ま
し
た
が
、
五
年
生
ま
れ
と
十
年
生
ま
れ

で
は
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
に
留
ま
り
、

少
し
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
よ
う
に
見

う
け
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
海
外
の
状
況
を
み
る
と
カ
ナ
ダ

が
五
・
八
七
％（
九
年
生
）と
高
く
、
ア
メ

リ
カ
に
は
八
年
時
点
で
日
本
が
追
い
つ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
図
か
ら
も
日
本
は

北
米
嗜
好
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

図
2（
二
十
二
〜
二
十
三
頁
）は
全
国
と

広
島
県
に
お
け
る
〇
年
、
五
年
、
十
年
生

ま
れ
の
近
交
係
数
の
分
布
を
示
し
た
も
の

で
す
。
全
国
、
広
島
県
と
も
に
〇
年
か
ら

十
年
に
な
る
に
つ
れ
、
山
が
右
へ
移
動
し

て
い
ま
す
。
特
に
全
国
を
み
る
と
、
鋭
角

的
な
山
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

表 1　パプロタイプ型の致死遺伝疾患

■
分
析
で
発
見
さ
れ
た
遺
伝
病

　

昨
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
A
D
S
A（
米
国

酪
農
科
学
会
）の
会
議
で
発
表
さ
れ
た
ハ
プ
ロ

タ
イ
プ
型
遺
伝
病
は
、
種
雄
牛
の
持
つ
ゲ
ノ

ム（
遺
伝
子
）
情
報
を
総
合
的
に
解
析
す
る
こ

と
で
発
見
さ
れ
た
致
死
遺
伝
子
で
し
た
。
そ

れ
ら
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
三
つ（
H
H
1
、

H
H
2
、
H
H
3
）、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
一

つ（
J
H
1
）、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
一
つ

（
B
H
1
）の
合
計
五
つ（
表
1
）で
し
た
。

　

こ
れ
ら
種
雄
牛
の
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
の
ゲ
ノ

ム
情
報
は
、
種
雄
牛
死
産
率
と
種
雄
牛
受
胎

率
の
全
米
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
分
析
を
し
て
、

死
産
率
へ
の
影
響
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
が
、
妊
娠
初
期
に
死
亡
す
る
致
死
遺

伝
病
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー

協
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
の
キ
ャ
リ

ア
の
種
雄
牛
に
つ
い
て
既
に
公
表
を
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
技
術
的
に
完
全
に
は
至
ら
な

い
た
め
、
五
％
の
誤
差（
間
違
い
）
が
あ
る
よ

う
で
す
。
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図 1　主な国の生年別近交係数（1980 〜 2010）

表 2　中国地方　各県近郊係数の平均値、最大値、6.25 以上割合の推移

■
広
島
版
の
近
交
係
数

　

広
島
県
の
平
均
近
交
係
数
に
つ
い
て
み

る
と（
表
2
）で
は
、
〇
年
生
ま
れ
の
近
交

係
数
が
四
・
一
四
％
で
中
国
地
方
で
一
番

低
か
っ
た
も
の
が
、五
年
生
ま
れ
で
は
四
・

九
二
％
に
な
り
、
〇
・
七
八
ポ
イ
ン
ト
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
年
当
た
り
〇
・

一
六
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
ま
す
。
十

年
生
ま
れ
で
は
五
・
六
六
％
に
な
り
、
中

国
地
方
で
は
一
番
高
い
価
に
な
っ
て
い

ま
す
。
五
年
か
ら
十
年
の
間
で
は
、
〇
・

七
四
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
、
年
当
た
り
〇
・

一
五
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
ま
す
。
全

国
平
均
と
比
較
し
て
も
、
零
年
で
は
全
国

平
均
よ
り
低
か
っ
た
も
の
が
、
十
年
で
は

〇
・
一
五
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

県
別
で
見
る
と
、
高
い
方
か
ら
十
三
番
目

で
し
た
。

　

危
険
域
と
い
わ
れ
る
六
・
二
五
％

以
上
の
割
合
は
、
〇
年
生
ま
れ
で
は

十
・
五
八
％
と
中
国
地
方
で
中
位
で

し
た
。
五
年
生
ま
れ
で
は
一
番
低
く

な
り
ま
し
た
が
、
十
年
生
ま
れ
で
は
、

二
十
四
・
九
一
％
と
全
国
平
均
を
三
・
八
六

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
こ
れ
も
中
国
地
方
で

一
番
高
く
、
県
別
で
は
十
四
位
で
し
た
。
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■
近
交
係
数
二
〇
一
〇
年
生
ま
れ
の

　

最
高
は
二
十
八
・
七
九
％

　

図
3
は
二
〇
一
〇
年
生
ま
れ
で
最
高
近

交
係
数
二
十
八
・
七
九
％
の
雌
牛
の
血
縁

の
簡
略
図
で
す
。
こ
の
雌
牛
は
父
牛
と

母
方
祖
父
牛
が
R
E
W　

バ
ッ
カ
イ　

ET（
父
娘
交
配
）で
近
交
係
数
二
十
五
％
。

マ
ダ
ワ
ス
カ　

エ
ア
ロ
ス
タ
ー
は
父
方

四
代
目
に
一
頭
と
母
方
五
代
目
に
二
頭
で

合
計
〇
・
七
八
％
。
七
代
目
以
降
に
は
ラ
ウ

ン
ド
オ
ー
ク　

ラ
グ　

ア
ッ
プ
ル　

エ
レ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
二
十
頭
以
上
、
そ
の
他
に
も

S
W
D　

バ
リ
ア
ン
ト
や
ポ
ー
ニ
ー
フ
ァ
ー

ム　

ア
ー
リ
ン
ダ　

チ
ー
フ
等
が
登
場
し
て

近
交
係
数
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
二
十
八
％
を

超
え
る
数
値
と
な
り
ま
し
た
。
交
配
時
に
は

●図 2  全国生年別近交係数の分布

●図 3  2010 年生まれで最高近交係数

最
低
条
件
と
し
て
、
血
統
書
に
載
っ
て
い

る
種
雄
牛
は
確
認
し
た
い
も
の
で
す
。

■
最
優
秀
賞
者
も
当
協
会
HP
で
交
配

　

平
成
二
十
二
年
度
全
国
優
良
畜
産
経
営

管
理
技
術
発
表
会
の
酪
農
経
営
部
門
で

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
経
営
改
善　

高
次

元
の
経
営
を
目
指
す
！
～
経
営
改
善
か
ら

生
ま
れ
た
『
ゆ
と
り
』

を
地
域
貢
献
に
活
か

す
～
」と
題
し
て
発

表
し
た
岐
阜
県
の
大

井
幸
男
さ
ん（
現
在
、

酪
農
青
年
女
性
会
議

の
委
員
長
）
が
最
優

秀
賞（
農
林
水
産
大

臣
賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
大
井
さ
ん
は

「
儲
か
る
酪
農
」を
実

践
す
る
中
で
、
改
良

に
も
目
を
向
け
ま
し

た
。
ま
ず
全
牛
登
録

を
し
て
、
繁
殖
に
焦

点
を
当
て
、
発
情
発

見
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。
そ
の
シ

ス
テ
ム
で
は
、
発
情
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●図 2  広島県 2000 年生まれの近交係数の分布が
始
ま
る
と
一
時
間
単
位
で
大
井
さ
ん

の
携
帯
に
連
絡
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
発
情
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
が
平
均
種
付
回
数
一
・
七

回
、
平
均
分
娩
間
隔
十
二
・
〇
月
を
実
現

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
交
配
の
際
に
は

当
協
会
の
家
畜
改
良
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HP
）の
『
近
交
回
避
情

報
』を
利
用
し
、
近
交
係
数
を
必
ず
確
認
し

て
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
井
さ
ん
は
当
協
会
の
PC
を
利
用

し
た
『
乳
用
牛
群
改
良
交
配
シ
ス
テ
ム
』を

活
用
し
て
い
ま
す
。

■
近
交
係
数
の
手
計
算
は
無
理
で
す

　

交
配
の
と
き
、
近
交
係
数
を
手
計
算
は
出

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場
合
は
、
デ
ー

タ
バ
ン
ク
の
血
統
情
報
で
血
縁
五
代
程
度
を

ま
ず
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
な
ん
と

か
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
血
縁
か
ら
近

交
係
数
を
出
す
こ
と
は
大
変
な
作
業
で
す
。

一
代
さ
か
の
ぼ
る
と
両
親
の
二
頭
が
分
か
り

ま
す
。
五
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
四
頭
、
八

頭
、
十
六
頭
、
三
十
二
頭
と
な
り
、
こ
れ

ら
を
全
て
加
え
る
と

六
十
二
頭
と
な
り
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
同

じ
雄
牛
、
雌
牛
を
探

し
、
近
交
係
数
の
計

算
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

も
う
計
算
を
手
作
業

で
行
う
に
は
煩
雑
す

ぎ
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
七
代
祖

先
以
降
の
エ
レ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
バ
リ
ア
ン

ト
の
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
、

真
の
結
果
は
出
て
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会

で
は
リ
ス
ト
や
HP
で

手
軽
に
近
交
回
避
情
報
を
入
手
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
PC
用
ソ
フ

ト
『
乳
用
牛
群
改
良
交
配
シ
ス
テ
ム
』を

構
築
し
、
交
配
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
そ
れ
ら
近
親
交
配
を
避
け
る

た
め
の
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。


